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梅
雨
明
け
か
ら
続
く
真
夏
日
の

な
か
で
の
開
催
と
な
っ
た
集
中

コ
ー
ス
夏
の
部
。
今
回
は
、
長
野

県
内
と
三
重
県
か
ら
総
勢
八
名
の

方
々
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　
初
日
は
、
自
己
紹
介
の
後
、
い

き
な
り
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
っ

て
み
ま
し
ょ
う
と
現
場
へ
。
転

が
っ
て
い
る
丸
太
材
で
、
輪
切

り
・
玉
切
り
。
下
刃
（
腹
側
）
で

伐
り
下
ろ
し
、
上
刃
（
背
側
）
で

を
探
し
て
樹
高
を
測
り
、
林
齢
は

切
り
株
の
年
輪
を
数
え
る
か
、
所

有
者
に
植
え
た
年
を
聞
い
て
。
そ

し
て
、
持
ち
帰
っ
た
デ
ー
タ
を
加

工
し
て
、
相
対
幹
距
比
に
、
地
位

指
数
、
林
分
形
状
比
で
現
状
診

断
。
パ
ン
ク
し
そ
う
な
体
と
頭
を

交
流
会
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。

　
そ
し
て
二
日
目
は
、
午
前
中
は

昨
日
の
続
き
で
、
診
断
に
使
っ
た

指
数
を
用
い
て
施
業
計
画
。
今
か

ら
何
年
後
に
次
回
の
手
入
れ
を
す

る
か
を
決
め
、
な
に
は
と
も
あ
れ

人
工
林
な
の
で
資
源
生
産
を
継
続

す
る
た
め
の
Sr
を
設
定
す
る
。
樹

高
は
地
位
指
数
曲
線
図
か
ら
求
め

る
と
、
相
対
幹
距
比
の
計
算
式
を

伐
り
上
げ
、
下
刃
と
上
刃
を
組
み

合
わ
せ
て
回
し
伐
る
。
地
面
に
立

て
た
丸
太
で
は
受
け
口
伐
り
の
練

習
を
。
任
意
に
伐
倒
方
向
を
決

め
、
立
ち
位
置
を
吟
味
し
て
、
水

平
伐
り
と
斜
め
伐
り
を
幾
度
と
な

く
繰
り
返
し
ま
し
た
。
午
後
は
、

直
径
巻
尺
や
ワ
イ
ゼ
測
高
器
で
の

測
樹
。
プ
ロ
ッ
ト
を
設
定
し
て
、

胸
の
高
さ
で
直
径
を
、
梢
と
根
元

輪切りや受け口伐り

木にあずける

手首を返さずに

逆
算
し
て
ha
当

り
の
本
数
を
割

り
出
す
。
プ

ロ
ッ
ト
の
広
さ

に
応
じ
て
保
残

木
を
選
ぶ
。
午

後
は
、
い
よ
い

よ
伐
倒
。
初
日

に
練
習
し
た
受

け
口
に
、
「
つ

る
」
と
「
追
い

口
」
を
く
わ
え

て
伐
倒
で
す
。

蝶
番
に
な
る
よ

う
に
つ
る
を
残

し
て
伐
り
倒
し

ま
す
。
枝
払
い

は
一
瞬
の
フ
ル

ス
ロ
ッ
ト
ル
で
幹
に
沿
っ
て
滑
ら

か
に
、
造
材
は
伐
り
口
の
開
く
・

閉
じ
る
と
、
丸
太
の
浮
き
沈
み
の

動
き
を
見
な
が
ら
、
回
し
伐
る
。

　
さ
ら
に
三
日
目
は
、
伐
木
造
材

の
つ
づ
き
と
「
ひ
っ
ぱ
り
だ
こ
」

で
の
簡
単
ウ
ィ
ン
チ
集
材
。
赤
い

キ
ャ
ッ
プ
に
丸
太
を
乗
せ
て
引
っ

張
る
と
、
切
り
株
な
ど
に
突
っ
か

か
り
に
く
い
。
等
高
線
方
向
へ
の

集
材
は
苦
手
で
す
が
、
滑
車
を
使

え
ば
、
集
材
方
向
を
変
え
る
こ
と

が
出
来
る
。
ち
ょ
っ
と
重
い
け
れ

ど
、
本
体
を
移
動
さ
せ
て
二
段
集

材
。･･･

そ
ん
な
三
日
間
は
、
ア
ッ

と
い
う
間
で
し
た
。

　
今
回
、
現
場
は
そ
れ
ぞ
れ
の
作

業
で
異
な
っ
た
場
所
と
な
り
ま
し

た
が
、
基
本
的
に
は
、
森
の
状
態

を
調
査
・
把
握
し
、
将
来
を
考
え

て
施
業
の
計
画
を
立
て
、
残
す
木

を
決
め
て
間
伐
を
行
い
、
伐
っ
た

材
は
利
用
す
る
た
め
に
集
め
て
出

す
。
そ
う
い
う
流
れ
の
な
か
で
、

「
何
か
」
を
一
つ
で
も
持
ち
帰
っ

て
頂
け
た
で
し
ょ
う
か
。
森
林
塾

は
「
何
か
」
を
提
供
で
き
た
で

し
ょ
う
か
。

　
間
伐
な
ど
の
森
林
整
備
を
す
る

機
会
に
、
あ
る
い
は
、
近
く
の
山

に
出
か
け
る
と
き
に
は
、
ポ
ケ
ッ

ト
に
地
位
指
数
曲
線
図
と
計
算

機
。
歩
測
で
簡
易
に
プ
ロ
ッ
ト
を

作
り
、
そ
の
中
に
立
つ
木
の
本
数

を
数
え
る
。
梢
の
見
え
る
背
の
高

い
木
を
探
し
て
樹
高
を
推
し
量

り
、
林
齢
を

仮
定
し
て
み

た
ら
、
地
位

指
数
曲
線
図

で
将
来
の
樹

高
を
予
測
。
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1717171717
時時時時時
4040404040
分分分分分

　
講
師
講
評
後
、
終
了
。

1818181818
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
交
流
会
開
始
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

に
ビ
ー
ル
。焼
き
そ
ば
が
登
場

す
る
頃
に
は･･･

。
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日日日日日
（
金
）

（
金
）

（
金
）

（
金
）

（
金
）

88888
時時時時時
3535353535
分分分分分

　　　　　
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

日
程
説
明
の
あ
と
、早
川
講
師

に
よ
る
指
標
の
説
明
や
施
業

方
針
の
策
定
に
つ
い
て
の
講

義
。

99999
時時時時時
2020202020
分分分分分

　
各
班
で
施
業
方
針
を
考
え
る
。

目
的
と
次
回
の
手
入
れ
を
何

年
後
に
す
る
か
を
決
め
、そ
の

時
の
Sr
を
設
定
。地
位
指
数
曲

線
図
か
ら
上
層
樹
高
を
予
測

し
て
、相
対
幹
距
比
の
計
算
式

相
対
幹
距
比
の
計
算
式
で
逆
算
し

て
保
残
木
数
を
。
そ
し
て
、
自
分

な
ら
こ
の
木
を
残
し
て
み
よ
う
と

考
え
、
こ
こ
の
あ
た
り
に
軽
ト
ラ

で
も
入
れ
る
道
が
あ
れ
ば
間
伐
を

し
た
丸
太
を
集
め
る
こ
と
が
出
来

そ
う
だ
、
な
ど
と
思
い
を
め
ぐ
ら

せ
て
み
る･･･

。

　
忘
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
や
疑
問

質
問
な
ど
、
遠
慮
な
く
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

何
ら
か
の
形
で
お
付
き
合
い
を
さ

せ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
三
日

間
お
疲
れ
様
で
し
た
。

班
分
け
を
し
て
身
支
度
。

99999
時時時時時
2020202020
分分分分分

　
小
屋
近
く
の
現
場
に
て
早
川
講

師
か
ら
、チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
構

造
や
始
動
方
法
、取
扱
時
の
注

意
事
項
の
説
明
を
受
け
る
。そ

の
後
、
各
班
に
分
か
れ
て

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
始
動
、丸
太

伐
り
を
行
う
。
下
刃
（
腹
刃
）

で
伐
り
下
げ
、
上
刃
（
背
刃
）

で
伐
り
上
げ
、そ
し
て
奥
〜
上

〜
手
前
下
の
回
し
伐
り
。

1010101010
時時時時時
5050505050
分分分分分

　　　　　
地
面
に
立
て
た
丸
太
を
使
っ

て
、
受
け
口
伐
り
の
練
習
。

ポ
ー
ル
を
任
意
の
伐
倒
方
向

に
立
て
、受
け
口
伐
り
位
置
に

立
つ
。水
平
に
直
径
の
三
分
の

一
伐
っ
た
ら
、
斜
め
を
。

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
バ
ー
の
カ
ー

ブ
の
部
分
を
持
つ
と
45
度
に

な
り
ま
す
。こ
の
水
平
伐
り
と

斜
め
伐
り
は
一
連
の
作
業
で
。

伐
っ
た
口
の
前
に
立
っ
て
み

て
方
向
の
確
認
。

1212121212
時時時時時
55555
分分分分分

　　　　　
小
屋
へ
戻
っ
て
昼
食
。

1313131313
時時時時時

　
森
林
調
査
に
つ
い
て
の
早
川
講

師
の
講
義
。
そ
の
目
的
や
直

径
・
樹
高
・
林
齢
の
測
り
方
。

1313131313
時時時時時
4040404040
分分分分分

　
小
屋
か
ら
程
近
い
現
場
の
ヒ
ノ

キ
林
へ
移
動
し
て
測
樹
開
始
。

20
ｍ
×
20
ｍ

の
プ
ロ
ッ
ト

調
査
。
ま
ず

は
、プ
ロ
ッ
ト

内
の
全
て
の

木
の
太
さ
を
、

胸
の
高
さ
で

直
径
巻
尺
で

測
る
。樹
高
は

選
抜
し
た
数

本
に
つ
い
て

ワ
イ
ゼ
測
高

器
で
測
定
。

ポ
ー
ル
を

使
っ
て
目
測

も
し
て
み
ま

し
た
。
林
齢

は
、
40
年
。

1515151515
時時時時時

　　　　　
小
屋
へ
戻
っ
て
休
憩
を
と
っ
た

後
、
デ
ー
タ
整
理
。
現
状
の
地

位
指
数
と
相
対
幹
距
比
、
林
分

形
状
比
を
求
め
る
。
地
位
指
数

は
樹
種
と
林
齢
と
上
層
樹
高

か
ら
。
相
対
幹
距
比
は
プ
ロ
ッ

ト
内
本
数
を
ヘ
ク
タ
ー
ル
当

た
り
に
計
算
し
な
お
し
た
数

と
上
層
樹
高
か
ら
。
林
分
形
状

比
は
平
均
直
径
と
平
均
樹
高

か
ら
。
小
泉
班
の
調
査
結
果

は
、
上
層
樹
高
22
ｍ
、
ヘ
ク

タ
ー
ル
当
た
り
本
数
9
7
5

本
と
な
り
、
地
位
指
数
は
22
、

相
対
幹
距
比
は
14
.
6
、
林
分

形
状
比
は
85
。
園
田
班
は
、
上

層
樹
高
19
ｍ
、
ha
本
数
8
5

0
、
地
位
指
数
19
、
相
対
幹
距

比
18
、
林
分
形
状
比
69
。

静かに梢を覗いてみたら

保残木の間を集材

伐れる刃に

今
回
の
内
容

今
回
の
内
容

今
回
の
内
容

今
回
の
内
容

今
回
の
内
容

集
中
コ
ー
ス
　
夏
の
部

集
中
コ
ー
ス
　
夏
の
部

集
中
コ
ー
ス
　
夏
の
部

集
中
コ
ー
ス
　
夏
の
部

集
中
コ
ー
ス
　
夏
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
77777
月月月月月
3131313131
日
〜
日
〜
日
〜
日
〜
日
〜
88888
月月月月月
22222
日日日日日

　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　（（（（（
木木木木木
〜〜〜〜〜
土土土土土
）））））

77777
月月月月月
3131313131
日日日日日
（
木
）

（
木
）

（
木
）

（
木
）

（
木
）

88888
時時時時時
4040404040
分分分分分

　　　　　
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
早
く
も

集
合
。早
川
講
師
の
挨
拶
と
事

務
局
か
ら
の
日
程
説
明
。塾
生

の
方
々
や
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
方
々
の
自
己
紹
介
や

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。

99999
時時時時時

　　　　　
早
速
に
現
場
へ
向
か
う
た
め
、
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伐
っ
た
木
が
集
め
ら
れ
林
内

が
綺
麗
に
な
っ
て
ゆ
き
ま
し

た
。

1414141414
時時時時時
4040404040
分分分分分

　
作
業
を
終
了
し
、
小
屋
へ
。

1515151515
時時時時時

　
講
師
総
括
の
後
、
終
了
、
解
散
。

お
疲
れ
様
で
し
た
。

参
加
者
／
蒲
田
さ
ん
、
櫻
井
さ

ん
、
瀧
口
さ
ん
、
中
村
さ
ん
、

鳴
澤
さ
ん
、
成
澤
さ
ん
、
野
末

さ
ん
、
水
野
さ
ん
、

講
師
／
早
川
講
師

ス
タ
ッ
フ
／
小
泉
、
園
田
、
坂
野

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

第
六
第
六
第
六
第
六
第
六
・・・・・
七
回
七
回
七
回
七
回
七
回

　　　　　
88888
月月月月月
2222222222
・・・・・
2323232323
日日日日日
（
金
（
金
（
金
（
金
（
金
・・・・・
土
）
土
）
土
）
土
）
土
）

　
　
　
間
伐

　
　
　
間
伐

　
　
　
間
伐

　
　
　
間
伐

　
　
　
間
伐
①①①①①
・・・・・
集
材
集
材
集
材
集
材
集
材
①①①①①

　
特
別
講
師
の
島
﨑
先
生
に
よ
る

保
残
木
マ
ー
ク
法
の
考
え
方
と
間

伐
・
簡
単
集
材
。
現
場
は
、
測
樹
・

測
量
を
行
っ
た
ヒ
ノ
キ
林
ま
た
は

新
山
と
い
う
と
こ
ろ
の
ヒ
ノ
キ
林

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
一
日
目
は
、
午
前
中
に
保
残
木

を
選
ん
で
か
ら
、
午
後
か
ら
各
班

に
分
か
れ
て
間
伐
の
実
践
。
二
日

目
は
、
間
伐
の
続
き
と
、「
ひ
っ
ぱ

り
だ
こ
」
と
い
う
簡
単
な
ウ
ィ
ン

チ
を
使
っ
た
集
材
を
各
班
交
代
で

行
う
予
定
で
す
。

　
二
日
と
も
8
時
30
分
、
島
﨑
先

生
の
山
小
屋
に
集
合
。
な
お
、
22

日
朝
に
、
マ
イ
装
備
・
マ
イ
道
具

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
メ
ー
カ
ー
や

ソ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
形
状
に

よ
っ
て
ヤ
ス
リ
の
大
き
さ
や

研
ぎ
方
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

取
り
扱
説
明
書
は
一
読
し
ま

し
ょ
う
。

1717171717
時時時時時
2525252525
分分分分分

　
講
師
講
評
の
あ
と
、
終
了
、
解

散
。

88888
月月月月月
22222
日日日日日
（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

88888
時時時時時
3030303030
分分分分分

　　　　　
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
へ
集
合
。

日
程
説
明
の
後
、早
速
身
支
度

を
し
て
昨
日
午
後
と
同
じ
現

場
へ
。

88888
時時時時時
4545454545
分分分分分

　
伐
木
造
材
開
始
。
樹
の
傾
き
や

枝
葉
の
量
を
よ
く
見
て
伐
倒

方
向
を
決
め
、
確
実
な
退
避

路
・
受
け
口
・
つ
る
・
追
い
口

を
逆
算
す
る
。
小
泉
班
は
、
10

年
後
の
50
年
生
時
に
次
回
間

伐
・
そ
の
時
の
Sr
を
17
と
し
、

プ
ロ
ッ
ト
内
で
は
24
本
を
残

す
こ
と
に
。
園
田
班
は
、
20
年

後
に
次
回
間
伐
・
Sr
22
と
し
、

19
本
残
す
こ
と
に
。

1111111111
時時時時時
1010101010
分分分分分

　
早
川
講
師
か
ら
の
講
評
を
受
け

た
後
、調
査
地
に
て
保
残
木
を

選
ぶ
。そ
れ
ぞ
れ
の
樹
の
形
状

を
優
先
的
に
、樹
間
距
離
の
バ

ラ
ン
ス
も
み
な
が
ら
。

1111111111
時時時時時
5050505050
分分分分分

　
小
屋
へ
戻
り
、
昼
食
。

1313131313
時時時時時

　
初
日
午
前
中
の
現
場
近
く
の
林

分
で
伐
木
造
材
開
始
。幹
の
傾

き
な
ど
か
ら
倒
す
方
向
を
決

め
て
、
退
避
路
を
確
保
し
、
使

い
方
練
習
で
や
っ
た
受
け
口

に
、「
つ
る
」
と
「
追
い
口
」
の

作
業
を
加
え
て
伐
倒
と
な
り

ま
す
。そ
の
辺
の
と
こ
ろ
の
説

明
を
受
け
て
か
ら
一
人
づ
つ

伐
倒
に
取
り
掛
か
る
。枝
払
い

は
、
上
刃
も
活
用
し
、
一
瞬
の

フ
ル
ス
ロ
ッ
ト
ル
で
幹
に

沿
っ
て
。
造
材
は
、
伐
り
口
と

材
の
動
き
を
見
な
が
ら
。

1616161616
時時時時時

　　　　　
伐
倒
を
終
了
し
、
小
屋
へ
戻
っ

て
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
。
エ
ア
ク

リ
ー
ナ
ー
の
掃
除
の
時
は
、

チ
ョ
ー
ク
状
態
で
。カ
バ
ー
を

は
ず
し
て
、
バ
ー
と
ソ
ー

チ
ェ
ー
ン
を
分
離
。掃
除
を
し

て
組
み
立
て
た
ら
目
立
て
で

す
。森
林
塾
で
使
っ
て
い
る
ス

チ
ー
ル
の
Ｍ
Ｓ
２
０
０
の
場

合
は
、
4
ミ
リ
の
丸
ヤ
ス
リ

で
。
30
度
・
ま
っ
す
ぐ
・
水
平
・

一
方
通
行
。
そ
し
て
、
ど
の
刃

も
同
じ
回
数
づ
つ
研
ぎ
ま
す
。

指数が示すものは･･･

1.2ｍの高さで

を
。
丁
寧
な
枝
払
い
・
玉
切
り

を
。
安
定
し
た
姿
勢
・
足
幅
・

腰
の
位
置
・
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の

保
持
。無
理
の
な
い
作
業
ペ
ー

ス
・
動
き
。
そ
う
い
う
こ
と
を

考
え
て
み
る
。
ま
た
、
矢
や

ロ
ー
プ
を
使
っ
た
伐
倒
や
ア

カ
マ
ツ
の
大
径
木
の
伐
倒
に

も
挑
戦
し
て
み
ま
し
た
。

1212121212
時時時時時
1010101010
分分分分分

　
小
屋
に
て
昼
食
。

1313131313
時時時時時

　
午
前
中
と
同
じ
伐
木
造
材
現
場

で
、
ひ
っ
ぱ
り
だ
こ
集
材
。
本

体
重
量
が
25
Kg
、直
引
力
は
3

4
5
Kg
、と
い
う
可
搬
式
ウ
ィ

ン
チ
。燃
料
は
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

と
共
通
の
混
合
油
。滑
車
と
組

み
あ
わ
せ
れ
ば
、間
伐
林
地
で

も
保
残
木
の
間
を
縫
っ
て
集

材
が
で
き
ま
す
。赤
い
木
寄
せ

キ
ャ
ッ
プ
に
玉
切
り
材
を
入

れ
て
集
め
る
と
切
り
株
な
ど

を
避
け
て
く
れ
ま
す
。太
い
材

に
対
し
て
は
、動
滑
車
を
使
っ

た
直
引
き
が
有
効
。そ
う
し
て

が
届
け
ら
れ
る
予
定
で
す
の
で
、

代
金
を
ご
用
意
願
い
ま
す
。

　
ま
た
、
初
日
夕
方
か
ら
は
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
一
杯
、
暑
気
払

い
を
し
ま
し
ょ
う
。
会
費
は
千
円

程
度
の
予
定
で
す
。
幹
事
さ
ん
募

集
中
。
ざ
こ
寝
に
な
り
ま
す
が
、

ご
希
望
の
方
は
山
小
屋
で
宿
泊
し

て
く
だ
さ
い
。

第
八
第
八
第
八
第
八
第
八
・・・・・
九
回
九
回
九
回
九
回
九
回

　　　　　
99999
月月月月月
1919191919
・・・・・
2020202020
日日日日日
（
金
（
金
（
金
（
金
（
金
・・・・・
土
）
土
）
土
）
土
）
土
）

　
　
　
間
伐

　
　
　
間
伐

　
　
　
間
伐

　
　
　
間
伐

　
　
　
間
伐
②②②②②
・・・・・
集
材
集
材
集
材
集
材
集
材
②②②②②

　
間
伐
・
集
材
の
第
二
回
目
。
高

烏
谷
ま
た
は
新
山
の
ヒ
ノ
キ
林
を

現
場
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
一
日
目
は
、
間
伐
を
じ
っ
く
り

と
。
二
日
目
は
、「
キ
ャ
タ
ト
ラ
」

と
い
う
林
内
作
業
車
を
使
っ
た
集

材
を
二
班
一
組
で
行
う
予
定
で

す
。

　
両
日
と
も
に
集
合
は
、
8
時
30

分
、
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
で
す
。

マ
イ
装
備
・
マ
イ
道
具
、
ご
持
参

下
さ
い
。
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◆
樹
の
コ
ラ
ム
◆

◆
樹
の
コ
ラ
ム
◆
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樹
の
コ
ラ
ム
◆

◆
樹
の
コ
ラ
ム
◆

◆
樹
の
コ
ラ
ム
◆

　
　
　
し
も
つ
け

　
　
　
し
も
つ
け

　
　
　
し
も
つ
け

　
　
　
し
も
つ
け

　
　
　
し
も
つ
け

　　
五
月
か
ら
八
月
に
、
淡
い
ピ
ン

ク
か
ら
濃
い
美
し
い
ピ
ン
ク
の
小

花
を
沢
山
付
け
、
と
て
も
愛
ら
し

い
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

　
ぶ
ら
ぶ
ら
と
林
道
を
散
歩
し
て

い
る
と
、
日
当
た
り
の
良
い
林
縁

な
ど
に
ち
ょ
こ
ん
と
咲
い
て
い

て
、
思
わ
ず
近
寄
っ
て
見
た
く
な

り
ま
す
。

　
し
も
つ
け
は
背
丈
が
低
く
て
草

本
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
そ
う
で
す

が
、
れ
っ
き
と
し
た
落
葉
低
木

で
、
バ
ラ
科
下
野
属
に
分
類
さ
れ

て
い
ま
す
。
背
丈
は
大
き
く
て
一

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
、
葉
は
互
生
し

て
い
ま
す
。
北
半
球
に
百
二
十
種

あ
り
、
日
本
で
は
十
種
類
自
生
し

て
い
る
そ
う
で
す
。
丸
葉
し
も
つ

け
、
穂
咲
き
し
も
つ
け
、
こ
で
ま

り
の
よ
う
な
白
い
花
を
つ
け
る
あ

い
ず
し
も
つ
け
な
ど
が
あ
り
ま
す

が
、
私
は
ま
だ
こ
れ
ら
は
見
た
こ

と
が
な
い
の
で
、
い
つ
か
対
面
し

て
み
た
い
で
す
。

　
し
も
つ
け
の
一
番
の
特
徴
は
、

果
実
が
、
ば
ら
科
で
は
珍
し
い
袋

果
に
な
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
花

は
も
ち
ろ
ん
美
し
い
で
す
が
、
実

際
に
見
て
み
る
と
、
こ
の
果
実
の

形
も
又
精
巧
に
で
き
て
い
て
、
自

然
に
勝
る
も
の
は
な
い
な
〜
と
感

心
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
鳶
」

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

　　
全
国
的
に
暑
い
日
が
つ
づ
き
ま

す
。
皆
様
、
体
調
を
崩
さ
れ
ま
せ

ん
よ
う
、
ご
自
愛
願
い
ま
す
。

　
私
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
、

長
野
県
の
佐
久
市
で
す
。
市
と
つ

き
ま
す
が
数
年
前
の
市
町
村
合
併

で
佐
久
市
と
な
り
ま
し
た
が
、
以

前
は
人
口
が
一
万
人
ほ
ど
の
山
林

が
総
面
積
の
半
分
以
上
を
占
め
る

山
あ
い
の
地
域
で
す
。
こ
の
よ
う

な
地
域
に
生
ま
れ
育
っ
た
た
め
、

子
供
の
頃
は
春
に
は
わ
ら
び
・
た

ら
の
芽
な
ど
の
山
菜
取
り
、
夏
に

は
蝉
や
か
ぶ
と
虫
な
ど
の
昆
虫
採

集
や
山
花
取
り
（
墓
参
り
や
盆
花

と
し
て
使
用
）、
秋
に
は
き
の
こ

取
り
、
晩
秋
に
は
さ
で
（
こ
の
辺

り
の
方
言
で
松
葉
な
ど
の
枯
れ
葉

の
こ
と
）
拾
い
を
し
、
各
家
庭
で

の
風
呂
の
焚
き
付
け
に
使
用
し
た

り
、
冬
は
山
の
斜
面
を
利
用
し
て

の
そ
り
遊
び
な
ど
、
さ
ら
に
、
年

間
を
通
し
て
倒
木
や
枯
死
木
等
を

利
用
し
小
屋
を
作
り
遊
ん
だ
り
し

た
も
の
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
四

季
を
通
じ
て
山
林
に
入
り
山
林
と

関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
し
ば
ら

く
、
進
学
や
就
職
の
た
め
こ
の
地

を
離
れ
て
お
り
ま
し
た
が
二
十
代

後
半
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
が
、
や

は
り
山
林
へ
の
愛
着
・
郷
愁
は
強

い
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
私
は
山
林
を
所
有
し
て

お
り
ま
す
。
個
人
所
有
で
約
五

ha
、
四
人
で
の
共
有
が
約
五
ha
ほ

ど
、
さ
ら
に
、
十
人
ほ
ど
で
の
共

有
の
山
林
が
あ
り
ま
す
（
ど
の
よ

う
な
経
過
で
共
有
と
な
っ
た
か
や

面
積
等
は
不
確
か
）。
個
人
所
有

の
山
林
に
植
え
ら
れ
て
い
る
木
は

四
十
〜
五
十
年

生
の
カ
ラ
マ
ツ

で
、
そ
の
間
に

ヒ
ノ
キ
が
植
え

ら
れ
て
い
る
二

段
林
で
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、

所
有
は
し
て
い

る
も
の
の
、
今

ま
で
は
ほ
と
ん

ど
管
理
に
は
携

わ
っ
て
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
父
が
熱
心
に
い
ろ
い

ろ
と
手
入
れ
を
し
て
き
て
い
ま
し

た
が
、
ほ
と
ん
ど
手
伝
う
こ
と
も

し
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
父

が
、
三
年
前
に
突
然
倒
れ
、
そ
の

ま
ま
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
た

め
、
管
理
方
法
や
技
術
等
を
習
得

す
る
こ
と
も
な
く
、
ま
た
、
山
林

の
場
所
や
境
界
等
も
正
確
に
把
握

し
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
こ
ん
な

私
で
は
あ
り
ま
す
が
、
父
が
大
事

に
し
て
き
た
山
林
を
守
り
、
手
入

れ
を
本
格
的
に
し
よ
う
と
最
近
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
先
祖
が
残
し
て
く
れ
た
土

地
、
財
産
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
い
う
思
い
も
あ
っ

た
か
と
思
い
ま
す
が
、
冒
頭
に
記

し
た
よ
う
に
子
供
の
頃
よ
り
山
間

部
で
育
ち
、
山
と
関
わ
る
生
活
を

し
て
き
、
愛
着
が
あ
る
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
思
い
立
ち
、
こ
の

地
域
の
山
林
状
況
を
見
て
み
る

と
、
全
国
的
傾
向
と
同
じ
よ
う
に

山
林
に
入
る
こ
と
が
少
な
く
な

り
、
山
林
の
手
入
れ
が
さ
れ
な
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
先
に
、
十

人
ほ
ど
の
共
有
林
を
所
有
し
て
い

る
と
い
い
ま
し
た
が
、
こ
の
十
人

が
ど
れ
く
ら
い
の
山
林
を
個
人
で

所
有
し
て
い
る
か
は
把
握
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
こ
こ
十
年
間
で
山
林

の
手
入
れ
を
し
て
い
た
の
は
私
の

父
ぐ
ら
い
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
木
が
売
れ
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
以
前
は
農
業
用
の
資
材

と
し
て
カ
ラ
マ
ツ
の
間
伐
材
を
か

な
り
使
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ

の
利
用
が
さ
れ
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。
水
田
の
は
ぜ
か
け
に
使
用
し

た
り
、
佐
久
地
方
で
は
昭
和
三
十

〜
五
十
年
ぐ
ら
い
が
も
っ
と
も
盛

ん
に
栽
培
さ
れ
、
私
の
家
で
も
十

五
年
前
ま
で
栽
培
し
て
い
た
薬
用

（
朝
鮮
）
人
参
を
直
射
日
光
や
風

か
ら
守
る
た
め
に
小
屋
（
屋
根
）

を
作
っ
た
が
、
そ
の
小
屋
に
か
な

り
の
間
伐
材
を
使
用
し
て
い
ま
し

た
。
私
も
そ
の
間
伐
材
を
山
か
ら

引
き
出
す
手
伝
い
を
し
、
相
当
疲

れ
た
こ
と
を
今
で
も
思
い
出
し
ま

す
。
し
か
し
、
最
近
で
は
、
は
ぜ

も
鉄
製
の
物
が
使
用
さ
れ
た
り
、

人
参
も
作
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
な

り
、
ま
た
、
畑
自
体
も
放
棄
さ
れ

る
こ
と
が
多
く
な
り
、
間
伐
材
を

農
業
資
材
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ

と
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
間
伐

も
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
か
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
山
林
の
手

入
れ
を
し
よ
う
と
思
い
立
っ
た
私

で
は
あ
り
ま
す
が
、
生
来
の
不
器

用
で
あ
り
、
刃
物
や
機
械
等
の
扱

い
は
非
常
に
苦
手
で
あ
り
、
な
か

な
か
実
行
に
移
せ
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
し
か
し
、
こ
こ
で
一
念
発
起

し
、
島
﨑
先
生
の
「
山
造
り
承
り

ま
す
」
や
浜
田
久
美
子
氏
の
「
森

を
つ
く
る
人
び
と
」
で
知
っ
た
Ｋ

Ｏ
Ａ
森
林
塾
に
お
世
話
に
な
り
、

基
礎
か
ら
知
識
、
技
術
等
を
習
得

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
森
林
塾
で
得
た
知
識
、
技

術
を
ま
ず
は
、
自
分
の
山
林
の
管
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理
に
生
か
す
と
と
も
に
、
私
の
住

ん
で
い
る
地
域
の
山
林
の
管
理
に

も
生
か
し
、
同
胞
の
仲
間
を
増
や

し
、
手
入
れ
が
さ
れ
て
い
る
山
林

を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
Ｋ
Ｏ
Ａ
森
林
塾
の
目
的
の
一
番

目
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
地
域
の

小
規
模
山
林
主
に
山
造
り
の
基
本

的
な
考
え
方
と
基
礎
的
な
技
術
を

身
に
つ
け
て
も
ら
い
、
自
分
の
山

を
十
分
に
手
入
れ
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
い
う
事
に
応
え
て
行
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。


